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【規則】

番 号 表 題 担当課名

４５※ 徳島県農業次世代人材投資資金交付規則の 農林水産総合技術

一部を改正する規則 支援センター

【訓令】

番 号 表 題 担当課名

６※ 徳島県法規審議委員会規程の一部を改正す 監察局法制文書課

る訓令



【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

徳
島
県
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
四
十
五
号
）

一

題
名
を
「
徳
島
県
就
農
準
備
資
金
交
付
規
則
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

就
農
準
備
資
金
の
交
付
を
中
止
す
る
場
合
と
し
て
、
受
給
者
が
研
修
を
中
止
し
た
場
合
等
を
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。

三

就
農
準
備
資
金
の
対
象
期
間
終
了
後
引
き
続
き
継
続
研
修
を
行
う
場
合
の
手
続
等
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。

四

研
修
終
了
後
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
し
て
、
就
農
を
中
断
す
る
場
合
等
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

六

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
規
則
第
四
十
五
号

徳
島
県
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
九
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
規
則
（
平
成
二
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

徳
島
県
就
農
準
備
資
金
交
付
規
則

第
一
条
中
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
」
を
「
就
農
準
備
資
金
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
六
月
ご
と
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
期
間
ご
と
」
に
改
め
、
「
（
最
後
に
六
月
未
満
の

区
分
し
た
期
間
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
と
す
る
。
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
六
条
中
「
各
期
間
ご
と
」
を
「
各
期
間
（
最
後
に
六
月
未
満
の
区
分
し
た
期
間
が
生
じ
た
場
合
に
は

、
そ
の
期
間
と
す
る
。
）
ご
と
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
研
修
」
を
「
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
研
修
」
に
改
め
る

。
第
九
条
第
二
項
第
四
号
中
「
認
め
た
」
を
「
知
事
が
認
め
た
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、

同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

受
給
者
が
研
修
を
中
止
し
た
場
合

第
九
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

国
が
資
金
に
関
し
実
施
す
る
報
告
の
徴
収
又
は
立
入
調
査
に
受
給
者
が
協
力
し
な
い
場
合

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
継
続
研
修
計
画
の
承
認
等
）

第
九
条
の
二

受
給
者
は
、
資
金
の
対
象
期
間
終
了
後
引
き
続
き
就
農
に
向
け
て
、
よ
り
高
度
な
技
術
、

知
識
等
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
、
進
学
等
（
以
下
「
継
続
研
修
」
と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
は
、
継

続
研
修
計
画
を
作
成
し
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
継
続
研
修
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
二
第
一
項
」
と
、
第
三
条
中
「
前

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

３

継
続
研
修
を
行
う
受
給
者
は
、
継
続
研
修
開
始
後
一
月
以
内
に
、
継
続
研
修
届
を
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
六
条
の
規
定
は
、
継
続
研
修
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
資
金
の
対

象
期
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
継
続
研
修
の
期
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
研
修
終
了
後
等
の
報
告
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
研
修
終
了
後
」
を

「
研
修
の
中
止
又
は
終
了
後
（
継
続
研
修
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
継
続
研
修
の
終
了
後
。
以
下
「
研
修

終
了
後
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
一
年
以
内
」
の
下
に
「
（
次
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
を
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
原
則
二
年
以
内
。
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
就
農
報

告
書
に
」
を
削
り
、
「
添
え
て
、
」
を
「
添
付
し
た
就
農
届
に
よ
り
」
に
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「

報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
研
修
終
了
後
」
を
「
資
金
の
対
象
期
間
内
又
は
資
金
の



対
象
期
間
終
了
後
」
に
、
「
転
居
し
た
」
を
「
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等
を
変
更
し
た
」
に
、
「
転
居

後
」
を
「
変
更
後
」
に
、
「
住
所
変
更
届
を
」
を
「
知
事
が
定
め
る
書
類
を
添
付
し
た
住
所
等
変
更
届
に

よ
り
」
に
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同

条
第
二
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３

受
給
者
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
研
修
終
了
後
一
年
以
内
に
就
農
が
困
難
な
場
合
は
、
就
農

遅
延
届
に
よ
り
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

受
給
者
は
、
就
農
継
続
期
間
（
就
農
後
指
定
期
間
（
資
金
の
交
付
を
受
け
た
期
間
の
二
分
の
三
倍
に

相
当
す
る
期
間
若
し
く
は
二
年
間
の
い
ず
れ
か
長
い
期
間
又
は
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は

五
年
間
を
い
う
。
）
（
こ
の
項
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
就
農
を
中

断
し
た
期
間
を
除
い
た
就
農
期
間
の
合
計
が
当
該
指
定
期
間
と
な
る
期
間
）
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
中
に
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
就
農
を
中
断
す
る
場
合
は
、
当
該
中
断
後

一
月
以
内
に
、
就
農
中
断
届
に
よ
り
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
受
給
者
は
、
就
農
を
再
開
す
る
場
合
は
、
就
農
再
開
届
に
よ
り
知

事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

受
給
者
は
、
資
金
の
対
象
期
間
終
了
後
六
年
以
内
に
離
農
し
た
場
合
は
、
当
該
離
農
後
一
月
以
内
に

、
知
事
が
定
め
る
書
類
を
添
付
し
た
離
農
届
に
よ
り
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

就
農
継
続
期
間
（
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
就

農
を
中
断
し
た
期
間
を
除
く
。
）
就
農
し
な
か
っ
た
場
合
又
は
当
該
就
農
継
続
期
間
の
農
業
の
従
事

日
数
等
が
知
事
が
別
に
定
め
る
日
数
等
未
満
で
あ
る
場
合

第
十
一
条
第
六
号
中
「
指
定
期
間
以
内
で
前
条
」
を
「
就
農
継
続
期
間
内
で
前
条
（
第
三
項
を
除
く
。

）
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
徳
島
県
就
農
準
備
資
金
交
付
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
規

則
の
施
行
の
日
以
後
に
新
規
則
第
三
条
の
承
認
を
受
け
た
者
に
対
す
る
資
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
改
正
前
の
徳
島
県
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三

条
の
承
認
を
受
け
た
者
に
対
す
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
ま
で
の
間
に
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
研
修
計
画
の
承
認
の
申
請
は
、
新
規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
研
修
計
画
の

承
認
の
申
請
と
み
な
す
。



徳
島
県
訓
令
第
六
号

庁

中

一

般

徳
島
県
法
規
審
議
委
員
会
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
法
規
審
議
委
員
会
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

徳
島
県
法
規
審
議
委
員
会
規
程
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
訓
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
の
見
出
し
を
「
（
回
議
に
よ
る
審
議
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
委
員
に
持
ち
回
り
、
回
議
す
る

」
を
「
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
の
回
議
に
よ
り
審
議
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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